
時間 場所

12:30 受け付け開始 コマツホール前

場所 モデレーター・座⻑ 討論者 報告者

12:45 受付開始
早稲⽥⼤学121号館地下
コマツホール前

13:15-13:30 15 開会挨拶、チェックイン コマツホール

開会挨拶
新川達郎 学会代表理事/同志社⼤学名誉教授
島岡未来⼦   ⼤会実⾏委員⻑/早稲⽥⼤学戦略センター教授

チェックイン ⾕⼝知弘 福知⼭公⽴⼤学 教授

13:30-15:10 100 メインセッション コマツホール

「⼈と技術のソーシャルイノベーション：〇〇社会をデザインする」

◆登壇者
尾形哲也 早稲⽥⼤学基幹理⼯学部表現⼯学科教授
⻘⽊俊介 ユカイ⼯学株式会社 代表
岡村⿇⼦ 科学技術・学術政策研究所（NISTEP）科学技術予
測・政策基盤調査研究センター 動向分析・予測研究グループ
主任研究官
相良美織 株式会社バオバブ代表取締役社⻑
◆進⾏
島岡未来⼦

15:10-15:20 10 休憩・移動

15:20-16:50 90 分科会（×3）C4，6，9

B115 新川達郎 浜崎英⼦、吉本佳美、⻄村和代

B114 ⼩林 和⼦ 服部篤⼦ 河⻄ 紀明、岩本健⼀郎、横⽥博之、⼩林 和⼦

B113 ⾦⽥晃⼀ 隆祐⼈、中尾洋三、齋藤毅

16:50-17:00 10 休憩・移動

17:00-18:00 60 ポスターセッション コマツホール

早瀬 昇（⼤阪ボランティア協会 理事⻑）

18:00-19:30 90 意⾒交換会 B112-B＆B113

◆乾杯挨拶 ⼤野⾼裕 早稲⽥⼤学理⼯学術院教授
関根 千佳 （放送⼤学・美作⼤学 客員教授、株式会社
ユーディット 会⻑）
中嶋愛（同志社⼤学客員教授）

場所 モデレーター・座⻑ 討論者 報告者

8:45-9:00 15 受け付け開始 コマツホール前

9:00-10:30 90 研究発表(1)

B115
芳賀和恵（早稲⽥⼤学 理⼯学術院 創造理⼯学部 准教
授）

⻄村 仁志（広島修道⼤学 ⼈間環境学部 教授）

 A1 教育現場のICT導⼊というイノベーションにおいて⽰される課題及び期待 綾織 秀⼈（宇治市役所⼈事課）
 A2 未来への学び ：⽇本における⽣涯学習の挑戦と可能性 松榮 秀⼠（⽇本SI学会学会員）
 A3 ⼈⼯知能による「外部化された知識」と教育 飯塚 宜⼦（京都⼤学 東南アジア地域研究所）

B114 ⾕⼝ 知弘（福知⼭公⽴⼤学 教授）
早川 公（東京⼤学 先端科学技術研究センター
特認准教授）

 B1 市⺠主体のアプリの開発と運⽤を通じた地域のイノベーション 中島 恵理（同志社⼤学政策学部・総合政策科学研究科）
 B2 政策資源としてのアートの活⽤による都市経営のあり⽅ ⼭内 富美（同志社⼤学）
 B3 シビック・イノベーション拠点スナバが⽣み出す社会的インパクトの考察 三枝 ⼤祐（⼀般財団法⼈塩尻市振興公社（塩尻市役

B113 佐野 淳也(神⼭まるごと⾼等専⾨学校 准教授)
⼋⽊橋 慶⼀（⾼崎経済⼤学 地域政策学部 教
授）

 C1 「抗議」を避けたい⽇本社会 ：⽇本と他4カ国の抗議⾏動の⽐較分析 鎌⽥ 華乃⼦（ピッツバーグ⼤学）

 C2 「京都市未来まちづくり100⼈委員会」事例研究

＜発表代表者＞
⻄尾 直樹（株式会社聴き綴り本舗）
＜共同発表者＞
⾕⼝知弘（福知⼭公⽴⼤学）
嘉村賢州（NPO法⼈場とつながりラボhomeʼs vi）

 C3 多⽂化共⽣社会に向けた地域コミュニティでの課題解決のメカニズムの考
察と分析枠組みの構築

鈴⽊ 暁⼦（京都府⽴⼤学）

10:30-10:40 10 休憩・移動

10:40-12:10 90 研究発表(2)＋分科会(×1)

B115 ⼤和⽥ 順⼦（Occ教育テック総合研究所 上級研究員）
依⽥真美（相模⼥⼦⼤学⼤学院 社会企業研究科
教授）

 A1 バイオ炭の炭素貯留による負の外部性の内部化 依⽥ 祐⼀（⽴命館⼤学 ⼤学院経営学研究科）
 A2 企業におけるNet Positive推進⼈材育成のための産学連携教育 ⾕⼝ 浩⼆（武庫川⼥⼦⼤学）
 A3 ⼩規模⼩売店における顧客の購買動機について 由浪 怜奈（Gg's）

B114
関根 千佳（放送⼤学・美作⼤学 客員教授、株式会社
ユーディット 会⻑）

川中⼤輔（⿓⾕⼤学 社会学部 准教授）

 B1 社会福祉法⼈の「地域における公益的な取組」はソーシャル・イノベー
ションの源泉となり得るか

岡崎 貴志（同志社⼤学⼤学院総合政策科学研究科）

 B2 ⼈と技術のソーシャル・イノベーション ：AIが発達障害児を⽀援する新し
い社会をデザインする

北⽥ 健⼆・李 ⽉（株式会社三葉）

 B3 社会包摂に向けた当事者と共にする変⾰の実践

＜発表代表者＞
早川 公（東京⼤学 先端科学技術研究センター）
＜共同発表者＞
北村直也（株式会社ePARA）

B113 早瀬 昇（⼤阪ボランティア協会 理事⻑）
⼭⼝ 洋典（⽴命館⼤学 共通教育推進機構 教
授）

 C1 内観療法の臨床事例におけるソーシャル・イノベーションの”social”と”
individual”が両⽴するメカニズムに関する⼀考察

橋本 俊之（京都⽂教⼤学臨床⼼理学部臨床⼼理学科）

 C2 技術としての⺠間⾮営利組織評価とソーシャル・イノベーション

＜発表代表者＞
瀬上 倫弘（横浜市⽴⼤学）
＜共同発表者＞
平尾剛之（（特活）きょうとNPOセンター常務理事・統
括責任者／（公財）⽇本⾮営利組織評価センター業務執
⾏理事）

 C3 広告における謎解きの有効性 ⼤岩 翔葵（遊⼈）

コマツホール ⻄⼝優毅
⻄川響志郎、中村友⾥愛、⾚井聡太、志⽥樹陽、⽊佐貫
拓眞、舘岡浩志、⽇野皐汰朗

12:10-13:10 60 昼⾷/IGAIネットワーク B112-B, B113

⾕⼝ 知弘

13:10-13:20 10 移動

13:20-14:50 90 分科会(×4) C2，3，5，8

コマツホール ⼤和⽥順⼦ 菅⾕真実、野崎伸⼀ 中島恵理、森洋、岡崎貴志

B115 早川 公 早川 公

B114 北川 美⾥ 北川 美⾥

B113 服部篤⼦ 澤村 明、⻄出 優⼦、依⽥ 真美

15:00-15:30 30 クロージング コマツホール ⼤会実⾏委員会

研究・実践報告ルームC【政策形成とソーシャルイノベーション】

分科会【 内的報酬を意識した⾮⽇常体験が⽇常を変え社会を変える】C4

分科会【災害時における⺠泊の有効性について考える】C6

分科会【インクルーシブITをデザインする】C9

第6回⽇本ソーシャル・イノベーション学会年次⼤会プログラム
於：早稲⽥⼤学121号館

9⽉15⽇（⽇）

研究・実践報告ルームA【教育とソーシャルイノベーション  】

9⽉16⽇（⽉）

9⽉15⽇（⽇）
⽇本ソーシャル・イノベーション学会 第6回年次⼤会（2024）プログラム 於：早稲⽥⼤学121号館 (2024年8⽉3⽇版)

研究・実践報告ルームB【地域づくりとソーシャルイノベーション】

分科会【⼤学における社会イノベーター育成事例から共創社会を考える】C8

分科会【若年⼥性が主体的に⽣きる未来を語ろう】C５

分科会【⼈間の「態」としてのコーディネーターを考える】C3

分科会【環境と福祉の融合とソーシャル・イノベーション】C2

研究・実践報告ルームA【ビジネスとソーシャルイノベーション】

研究・実践報告ルームB【福祉とソーシャルイノベーション】

研究・実践報告ルームC【⼼理、評価とソーシャルイノベーション】

分科会【主体的な学びのソーシャル・イノベーション】C1


